
定 例 記 者 懇 談 会 次 第 
 
令和６年10月25日(金) 午後１時15分 

牧之原市役所榛原庁舎５階 庁議室 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 市長説明 

◇ まきのはらサーフ＆ガストロノミーツアーの参加者応募状況について ････ 資料なし 

◇ 絆づくり事業表彰に係る市長表敬訪問について ････ 資料１ 

◇ まきチャレ 2024 （第３回牧之原市チャレンジビジネスコンテスト） 

について 
････ 資料２ 

◇ まきのはら産業フェア 2024 の開催について ････ 資料３ 

 

３ 質疑応答 

 

 

 

４ 報道提供 

◇ 職員政策立案研修報告会の開催について ････ 資料４ 

◇ 令和６年度第３回医療救護訓練事前研修会（医薬品に特化した情報伝

達訓練）の開催について 
････ 資料５ 

◇ 福祉防災講座「さ～！ぼうさい体験会！３ｒｄ」の開催について ････ 資料６ 

◇ 避難行動要支援者の避難確保に向けた地域調整会議及び避難訓練の 

実施について 
････ 資料７ 

◇ 「家庭と地域で子どもを育てる市民のつどい」の開催について ････ 資料８ 

 

５ 懇  談 

 

 

 

６ 閉  会 

 

 

次回の記者懇談会 令和６年 11 月 28 日（木）午後１時 15分～ 



絆づくり事業表彰に係る市長表敬訪問について 

勝間田地区絆づくり事業 

令和６年度 あしたのまち・くらしづくり活動賞「振興奨励賞」受賞 

■主催 公益財団法人あしたの日本を創る協会、読売新聞東京本社、ＮＨＫ

■概要

本賞は、地域住民が自主的に結成し運営している地域活動団体などで、活動に２年以上取

り組み、大きな成果をあげている団体に対し表彰されるものです。 

独自の発想により、地域が直面するさまざまな課題を自らの手で解決して、住み良い地域

社会の創造に向けて取り組んでいる、全国各地の団体から応募があります。 

※令和６年度…応募総数 197 団体 うち 28 団体が受賞

（内閣総理大臣賞１件、内閣官房長官賞１件、総務大臣賞１件、主催者賞５件、

振興奨励賞 20 件） 

■勝間田地区絆づくり事業について

平成 27 年度に計画を策定し、翌年度から事業を開始しました。「ゆうゆうらんどで遊ぼう、

出会おう、集まろう」をテーマに、大規模鬼ごっこや毎日ラジオ体操等のイベントのほか、

広場の芝生化といった地域を元気にする活動を行っています。 

地域の子どもから高齢者まで、多くの区民が気軽に楽しめる場をつくり、活動を続けるこ

とが、地域間交流やコミュニティの活性化につながっています。 

このような活動の様子が評価され、令和４年度には「コミュニティ活動賞（優秀賞）」を 

受賞し、同協会が発行する「まちむら 166 号」などの冊子にも掲載されています。 

（多目的広場の芝生化） （ゆうゆうらんどで毎日ラジオ体操） 

（ゆうゆうらんどで逃げるが勝ち） （青空の下の小さな図書館・ﾁｪｱﾘﾝｸﾞ） 

裏面あり 

定例記者懇談会 資料№１ 

令和６年 10 月 25 日 

勝間田地区 

川 崎 地 区 

企画政策部 地域振興課 　
　　　0548-23-0053 
建設部 公園公共建築課 

0548-53-2629 



 

川崎地区絆づくり事業 

第 34 回全国花のまちづくりコンクール「奨励賞」受賞 

 

■主催 花のまちづくりコンクール推進協議会 

 

■概要 

 本賞は、花のまちづくりを国民的な市民運動として普及、定着させることを目的に、全国

各地で取り組まれている花や緑による優秀な活動が顕彰されるものです。  

花や緑による「地域の環境づくり」「美しい景観づくり」「コミュニティづくり」「活動を  

通じた地域振興」を通じた生活の質の向上を目指しています。 

※第 34 回の応募状況と件数…応募総数 605 件 うち 56 の団体、個人が受賞 

（大賞５件、優秀賞７件、奨励賞 10 件、入選 26件、特別賞８件） 

 

■川崎地区絆づくり事業について 

平成 27 年度に計画を策定し、翌年度から事業を開始しました。よさこいイベント「乱舞祭」

の開催や、地域や花の会と連携し、公共空間を活用した花壇整備などに取り組んでいます。 

平成 30 年度から榛原児童館前の空き地利用を考え、令和元年度に「第 30 回緑の環境プラ

ン大賞・コミュニティ大賞（ポケットガーデン部門）」を、令和４年度に「コミュニティ活動

賞」を受賞しました。以降、月１回の整備作業やせせらぎガーデンを活用したイベントを  

実施し、令和５年度には、榛原文化センター（いろ葉）前の花壇も整備しています。 

令和７年度に開催する「全国花のまちづくり牧之原大会」では、川崎地区が整備する庭が

現地見学会の場として予定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市長への表敬訪問について ※両地区（勝間田地区・川崎地区）合同 

・日時 令和６年 11 月５日（火） 午後５時 30分～ 

・会場 牧之原市役所榛原庁舎 庁議室 

（せせらぎガーデン） （榛原文化センター＜いろ葉＞前） 

 



 

 

まきチャレ 2024（第３回牧之原市チャレンジビジネスコンテスト）について 

 

市の地域資源を活用したビジネスプランを募集する、まきチャレ 2024（第３回牧

之原チャレンジビジネスコンテスト）を今年も開催しています。 

 

１ エントリーと審査の状況  

エントリー総数 149件 （内訳 国内：109件 海外企業：40件）から、書類審

査、動画審査により、13件がファイナリストに選考されました。 

 

まきチャレファイナリスト企業一覧（50音順） 

№ 会社名 所在地 ビジネス概要 

1 
合同会社 MIH 

(エムアイエイチ) 
静岡県 吉田町 

空き家のリノベーショ

ン＆賃貸モデルによる

地方創生事業 

2 合同会社グレイブン 静岡県 牧之原市 
ドローンを活用した農

業の DX化支援 

3 
Genuv Inc. 

（ジヌブ） 
韓国 ソウル 

独自 AIアルゴリズムに

よるアンチエイジング

医薬品及び食品の開発 

4 

株式会社善光総合研究所 

(ぜんこうそうごうけんきゅ

うじょ) 

東京都 港区 

介護現場のプロによる

介護事業者の現場 DX業

務効率化支援 

5 株式会社ドラミカンパニー 静岡県 静岡市 
健康増進ＡＩチャット

ボットの開発と運営 

6 
Neuropilot VR 

(ニューロパイロット) 

ジョージア トビリ

シ 

目から入る電気信号で

脳を直接刺激するＶＲ

メンタルセラピー 

7 
Nexretail Co., LTD. 

(ネックスリテイル) 

アメリカ バークレ

ー 

小売店における個客の

ＡＩ行動分析によるイ

ンストアマーチャンダ

イジング 

8 
fabula株式会社 

(ファーブラ) 
東京都 大田区 

熱圧縮技術による茶殻

等の食品残渣の建築資

材化事業 

9 
株式会社 4kiz 

（フォーキッズ） 
東京都 渋谷区 

こどもの安全、教育を

最優先するこどものた

めの SNS、オンライン

アプリの開発 

定例記者懇談会 資料№２ 

令和６年 10月 25日 

産業経済部 商工企業課 

0548-53-2647 



№ 会社名 所在地 ビジネス概要 

10 
PLUXITY Co.Ltd 

(プラクシティ) 
韓国 ソウル 

AIデジタルツインによ

る建物施設の遠隔管理

と電力等の消費最適化

支援 

11 株式会社マクニカ 神奈川県 横浜市 耕作放棄茶園の真妻わ

さびコンテナ栽培展開

で牧之原のワサビ大産

地化 

12 Midwest Composites Sdn 

Bhd 

(ミッドウェストコンポジテ

ィズ) 

マレーシア マンバ

ウ 

各種の植物繊維による

織布及び不織布製品化

事業 

13 モルゲンロット株式会社 東京都 千代田区 GPUサーバーの効率化

技術によるグリーンデ

ータセンターの展開 

 

２ 表彰式について  

日 時  11月 7日（木）午後４時～午後６時 

会 場  相良総合センターい～ら 

 

 

（参考）協賛事業所  

開催にあたり市内外の 27社より協賛をいただきました。(50音順) 

株式会社荒畑園 島田掛川信用金庫 

インフィック株式会社 スズキ株式会社 

株式会社エノテック 株式会社鈴木土建 

株式会社エムスクエア・ラボ 株式会社伊藤園 

株式会社小栗農園 大和ハウス工業株式会社 

笠原産業株式会社 株式会社高柳製茶 

光誠工業株式会社 東遠ガス熔材株式会社 

Surf stadium Japan 株式会社 浜松いわた信用金庫 菊川支店 

相良子生れ温泉(静鉄プロパティマネジメント) まきのはらインキュベーションセンター 

相良物産株式会社 水野建設工業株式会社 

司法書士 佐藤事務所 社会保険労務士事務所みとら経営 

JAハイナン（ハイナン農業協同組合） 矢崎部品株式会社ものづくりセンター 

株式会社静岡銀行 ライフサービス株式会社 

（一社）人静岡ベンチャースタートアップ協会  

 





 

 
 
 
 
 

まきのはら産業フェア 2024の開催について 
 

１ 概要 

市民や子ども達が市の産業にふれあい、理解を深める機会をつくることを

目的に、地域産業活性化交流事業として「まきのはら産業フェア 2024」を開

催します。 

今年は５月にオープンしたばかりの GasOne アリーナ牧之原（牧之原市多

目的体育館）で開催し、特産品販売の他、ステージイベントや展示、友好市

町ブースなど盛りだくさんのイベントとなります。 

 

２ 開催日時・会場 

・日時：令和６年 11月 17日(日) 午前９時から午後３時まで 

（雨天決行・荒天中止） 

・会場：GasOneアリーナ牧之原 (牧之原市須々木 157) 

 

３ イベント内容 

・市内企業やお店など約 100ブースが出展し、製品販売や展示を通じて、地

域の産業を紹介します。 

・特設ステージでは、市民団体や消防音楽隊によるパフォーマンスを実施し、

会場を盛り上げます。 

・姉妹都市・友好都市ブースでは各地の特産品の販売もあります。 

出店予定市町：８市（人吉市、甲斐市、中央市、甲州市、南アルプス市、 

南相馬市、本巣市、山武市） 

 

４ 駐車場・シャトルバスについて 

・来場者駐車場 

防災広場駐車場（180台） 

※第２駐車場：150号バイパス高架下（30～50台） 

・シャトルバス 

相良庁舎・榛原庁舎発着で運行を予定しています。 

 

５ その他 

・イベント内容は変更になる場合があります。 

・11月中旬に新聞折り込みチラシを配布予定です。 

 

定例記者懇談会 資料№３ 

令和６年 10月 25日 

産業経済部 商工企業課 

0548-53-2647 



⽇時

場所

⼤⼯体験
発電チャレンジなど

体  験
ダンス、パフォーマンス、

駅伝壮⾏会など

ステージイベント
特産品、物品販売、

展⺬など

出店ブース

11 17⽉ ⽇�(⽇)�９:00∼1５:00

GasOneアリーナ牧之原（須々⽊157）

まきのはら産業フェア

【お問合せ先】
　まきのはら産業フェア2024実行委員会
　TEL：0548-52-0640（牧之原市商工会内）

【来場者へのお願い】
　・敷地内は全面禁煙です。
　・アリーナ内は土足厳禁です。スリッパ等
　　をご持参ください。

※上記内容は変更されることがあります。詳しくは１１月折り込みのチラシをご覧ください。



定例記者懇談会 資料№４  

令和６年 10月 25日 

総務部 総務課 

0548-23-0051 

 

職員政策立案研修報告会の開催について 

 

１ 開催概要 

  各部から推薦された８名の研修生により、５月下旬から職員政策立案研修として、

市の施策等に関するテーマについて企画立案の検討を進めてきた。その成果を発表

する場として、次のとおり報告会を開催する。 

 

２ 開催日時等 

  日時：令和６年 11月７日（木）午後２時から午後３時まで 

場所：榛原庁舎５階庁議室 

  内容：提案の発表（20分） 

質疑応答及び意見交換 

 

３ 研究テーマ 

  ペーパーレス宣言 

～紙を出さない・持たない仕組みづくりと文書管理システム導入に向けて～ 

 

 

４ 出席者 

市長、副市長、教育長、各部(局)長、テーマに関係する課長 

 

５ 研修生 

次代の市の施策を担う能力拡充期の中堅職員（主査、主任級）８名 

 

６ 提案の取り扱い 

担当部署と連携し、次年度以降の実施に向け検討・調整を行う 



 
 
 
 
 

令和６年度第３回医療救護訓練事前研修会 

（医薬品に特化した情報伝達訓練）の開催について 

 

 
市では、災害時の救護所運営を円滑に実施するため、毎年 12月の地域防災訓練にお

いて、三師会（医師・歯科医師・薬剤師）などと連携し、救護所運営訓練を開催して

いる。また、この救護所運営訓練に向け、1年を通して、事前研修会を実施している。 

今年度３回目となる事前研修会では、県内でも珍しい薬剤師、調剤薬局事務員が中

心となって実施する「医薬品に特化した情報伝達訓練」を開催する。 

 

１ 「医薬品に特化した情報伝達訓練」開催の経緯 

薬剤師のスキルアップを目的に、薬剤師から提案があり、昨年度に初めて開催をし

た。災害時の救護所運営において、貴重な戦力となる薬剤師及び調剤薬局事務員の学

びの場となっている。今回の研修内容についても、薬剤師が中心となり企画・運営を

行っている。 

 

２ 開催日時 

令和６年 10月 30日（水）午後７時 30分～午後９時 
 

３ 会  場 

牧之原市総合健康福祉センターさざんか ２階会議室（牧之原市静波 991-１） 

 

４ 参 加 者 
 医師、歯科医師、薬剤師、調剤薬局事務員、市職員（救護班） 合計約 60名  
 

５ 内 容 
 救護所内での患者の流れをデモンストレーションし、実際の現場のイメージをもた
せながら、薬剤師、調剤薬局事務員の役割内容を確認する。 

 

６ 主 催 

牧之原市（救護班） 

 

７ 参考（昨年度の写真） 

 

定例記者懇談会 資料№５ 

令和６年 10月 25日 

健康推進部 健康推進課 

0548－23－0028 

 



 

 

 
 

福祉防災講座「さ～！ぼうさい体験会！3rd」の開催について 

           
 

１ 実施目的 

  障がいのある人もない人も一緒に参加できる体験型防災講座を実施し、個人、家

庭において備えるべきことを確認し合うとともに、障がいへの理解や要配慮者への

避難支援のあり方を考える機会とする。 

 

２ 実施日時・場所 

  ・日時：令和６年 11月２日（土）午前 10時から午後３時まで 

・場所：牧之原市相良原子力防災センター サーボ（須々木 157） 

 

３ 実施内容 

  ①避難所開設体験（受付、区割、誘導、福祉的アセスメント） 

②避難生活体験（生活スペース・就寝場所・トイレ等の設置） 

③非常食試食（アルファ化米、栄養士による非常食調理デモ） 

  ④疑似体験（ＶＲによる災害体験、視覚・聴覚等の障がい体験） 

  ⑤榛原高校グローカル部監修による防災ゲーム「福祉版ソナ」の体験 

  ⑥避難所撤収体験 

 

４ 参加予定者 

  障がいのある人及びその家族、障がい福祉関係者、牧之原市障害者自立支援ネッ

トワークメンバー、公募市民、ボランティア、市職員  計 80名程度 

 

５ 主催 

  牧之原市障害者自立支援ネットワーク 防災部会 

定例記者懇談会 資料№６ 

令和６年 10月 25日 

福祉こども部 社会福祉課 

0548-23-0072 

※障害者自立支援ネットワークとは 

 障がいのある人が抱える様々なニーズに対応するため、保健、医療、福祉、

教育、就労等の他分野、多職種によるネットワークを構築して、障がいがあっ

ても自分らしく暮らせる支援の方法などについて協議する会議体 



福祉防災講座 参加者募集／定員５０名（申込順）

障がいのある人にも対応した防災体制をつくるため、障がいのある人と地域住民、福祉サービス
事業者、行政などが一緒になり、みんなで防災のことを考える会です。 ぜひご参加ください！

★実施プログラム（予定）★

１０：００ はじめの会（９：３０開場）

１０：１０ 避難所開設体験

１１：１０ 非常食試食

１２：３０ 疑似体験（ＶＲ災害・身体障がい）

榛原高校グローカル部監修による

「防災ゲーム福祉版ソナ」体験

１４：１０ 避難所撤収体験

１４：３０ おわりの会

※プログラムは変更することがあります

１０時００分～１５時００分

相良原子力防災センター サーボ

令和６年１１月２日
土

日 時

会 場

持ち物 ご家庭の非常持出品・非常食(※)
※アルファ化米（通常食）をご提供しますが、
必要に応じて調理なしで食べられるものを
各自ご持参ください。

お問い合わせ先 主催：牧之原市障害者自立支援ネットワーク 防災部会

（事務局） 牧之原市 福祉こども部 社会福祉課 障害者支援係
TEL：0548-23-0072 E-Mail ：fukushi@city.makinohara.ｌｇ.jp

【参加申込】 １０月２５日（金）まで
ただし、定員になり次第、締め切らせていただきます

右の二次元コードを読み取り、ウェブで申し込むか

裏面の申込書のいずれかでお申込みください。



ＦＡＸで申込

窓口で申込

0548-23-0099
牧之原市総合健康福祉センターさざんか内

牧之原市社会福祉課

以下に必要事項を記入のうえＦＡＸで送信または窓口へ直接ご持参ください

さ～！ぼうさい体験会！参加申込書

個
人
の
方

氏 名

ふりがな

住 所

連絡先
電話番号：

メール：

家
族
・
団
体
の
方

代表者氏名

ふりがな

※団体名

代表者住所

代表者連絡先
電話番号：

メール：

参加者氏名
（２人目）

ふりがな

参加者氏名
（３人目）

ふりがな

参加者氏名
（４人目）

ふりがな

参加にあたり、配慮が必要な
方はご記入ください

※ご提供いただいた個人情報は、本事業実施の目的以外に使用いたしません。
事務局／牧之原市福祉こども部社会福祉課 電話：0548-23-0072



避難行動要支援者の避難確保に向けた地域調整会議及び避難訓練の 

実施について 
 

市では、災害時に自力避難が困難な避難行動要支援者の避難の実効性を高めることを目

的に、今年度から「要配慮者避難確保事業」として、災害時に誰一人取り残されずに避難

できる支援体制の整備に取り組んでいます。 

本事業は、令和９年度末までに個別避難計画作成に同意する避難行動要支援者の計画作

成及び避難訓練の実施を目標として、今年度は、モデル地区に選定した川崎区及び福岡区

において「地域調整会議」及び「避難訓練」の実施、市民への「取組報告会」、市全域に展

開するためのマニュアル作成等に取り組むものです。 

川崎区及び福岡区での「地域調整会議」及び「避難訓練」を以下の日程で行います。 

 
１ 内 容 

（１）地域調整会議（１ケース:１時間程度） 

避難行動要支援者や家族をはじめ、避難支援等関係者（自主防災会・自治会・民生

委員・福祉専門職等）が集まり、生活や福祉サービスの利用状況、避難支援者や地域

のつながり等を共有し、災害時の避難支援の方法を協議、個別避難計画を作成します。 

 

（２）避難訓練 

    地域調整会議で作成された個別避難計画に基づき避難訓練を実施し、避難計画の機

能を検証します。 

 

２ 日時・場所 

（１）地域調整会議 

川崎区３ケース実施 令和６年 10月 25日(金)午後６時～ 駐車場：さざんか 

 ①午後６時～ 総合健康福祉センターさざんか２階 会議室 

 ②午後７時～ 総合健康福祉センターさざんか２階 会議室 

 ③午後７時～ 総合健康福祉センターさざんか２階 ボランティア室 
 
福岡区２ケース実施 令和６年 10月 31日(木)午後６時～ 駐車場：福岡区公民館 

 ④⑤午後６時～ 福岡区公民館（牧之原市福岡 237-9） ※同一世帯のため同時実施 

    

（２）避難訓練（当事者宅から避難地等に避難予定） 

川崎区３ケース実施 令和６年 12月 14日(土)午前９時～  駐車場：今後調整 

 ①午前９時～  

 ②午前 10時 30分～  

 ③午後１時～ 
 
福岡区２ケース実施 令和６年 11月３日(祝)午前９時～ 駐車場：今後調整 

    ④⑤午前９時～   ※同一世帯のため同時実施 

 

３ 参加予定者 

  各モデルケースにつき、10人～15人程度の関係者が参加 

避難行動要支援者及び家族等、自治会、自主防災会、民生委員、福祉専門職、 

社会福祉協議会職員、市職員 等 

※避難行動要支援者の撮影に関して配慮をお願いする場合があります。 

定例記者懇談会 資料№７ 

令和６年 10月 25日 

福祉こども部 社会福祉課 

0548-23-0070 



 
 
 
 
 

「家庭と地域で子どもを育てる市民のつどい」の開催について 
 
 
市では、『静岡県子供・若者育成支援強調月間』である11月に「家庭と地域で子ど

もを育てる市民のつどい」を開催しています。 

今年度は、朝日大学保健医療学部教授でオノマトペ研究者の藤野良孝氏をお招きし、 

オノマトペ（擬音語と擬態語の総称）の親子間、職場、社会におけるコミュニケーシ

ョンに役立つ活用方法などをお話しいただきます。その場で実践できますので、オノ

マトペの持つ不思議な力を体感できます。 

 

１ 開催日時 

令和６年11月30日（土）午後２時00分～午後４時10分 
 

２ 会場 

牧之原市相良総合センターい～ら ホール（牧之原市須々木140） 
 

３ 対象者 

どなたでも参加可能 

※電話または申込フォームからの事前申込を受付中。当日の受付も可能です。 
 

４ 参加費 

  無料 
 

５ 実施内容（手話通訳付き） 

○第１部（午後２時00分～） 

・「わたしの主張2024」作文コンクール優秀作文の発表及び表彰 

・「社会を明るくする運動」内閣総理大臣メッセージの発表 等 
 

○第２部（午後２時40分～） 

記念講演会 「子育てや人間関係がプラスになる『魔法の言葉かけ』 

～知って”わくわく”、使って”にこにこ”得するオノマトペ～」 

講師：朝日大学保健医療学部教授 オノマトペ研究者 藤野
ふ じ の

 良
よ し

孝
た か

 氏 
  

  ※その他、ホールの外のガレリアで、人権啓発ポスターの展示を行います。 
 

６ 主催 

牧之原市、牧之原市教育委員会、牧之原市人権擁護委員会、牧之原市社会を明る

くする運動推進委員会 
 

７ その他 

  当日は、無料で託児の利用も可能です。（要申込） 

手話通訳があります。 

定例記者懇談会 資料№８ 

令和６年10月25日 

教育文化部 社会教育課 

0548-53-2646 



主催/牧之原市・牧之原市教育委員会・牧之原市人権擁護委員会・牧之原市社会を明るくする運動推進委員会  

問い合わせ/0548-53-2646(牧之原市社会教育課) 

      

市民のつどい 
 

子育てや人間関係がプラスになる「魔法の言葉かけ」 

～知って”わくわく”、使って”にこにこ”得するオノマトペ～ 

 

朝日大学保健医療学部教授 オノマトペ研究者 藤野 良孝氏 

日々の暮らしの中でもっとオノマトペを役立ててほしいと願い、 

テレビ、ラジオ、新聞、書籍、講演などを通じて、 
その効用、利用法の普及に努めている。 

＜メディア出演＞ 
フジテレビ『ホンマでっか！？TV』 

NHK『あさイチ』 
静岡放送 SBS ラジオ「鉄崎幹人のWASABI」など他多数出演 

＜著書＞ 
『なぜか買いたくなる “もちもち”の秘密（青春出版社）』 

『子どもがグングン伸びる魔法の言葉  (祥伝社黄金文庫)』など他多数 

・どなたでも申込みいただけます。 
・申込期限 
令和 6年 11月 20日(水)まで 
・Web でのお申込み 
左の二次元コードからお申し込みください。 
・お電話でのお申込み 
牧之原市社会教育課(0548-53-2646)までお電話ください。
(お電話での受付時間は開庁日の午前８時 15分〜午後５時です。) 

・お申込み後、入場整理券を送付します。 

・わたしの主張 2024 

作文コンクールの発表・表彰(中学校 3校代表者) 

・社会を明るくする運動メッセージ 

令和６年 11月 30日(土) 

開場 午後１時３０分 開会 午後２時 

会場 牧之原市相良総合センターい〜ら 

当日無料で託児 
ご利用いただけます。 

お申込み方法 

主催/牧之原市・牧之原市教育委員会・牧之原市人権擁護委員会・牧之原市社会を明るくする運動推進委員会  

問い合わせ/0548-53-2646(牧之原市社会教育課) 

第 1 部 午後２時～ 

 

第２部 記念講演会 午後２時 40 分～ 

～ 

親子間のコミュニケーション、職場や社会での人間関係において役立つ、 

オノマトペの使い方をお話していただきます。 
普段無意識に使っているオノマトペが持っている不思議な力を体感してみませんか？ 

申込フォーム 

人権啓発ポスターの展示等もあります！ 

オノマトペとは…「わくわく」「きゅんきゅん」など擬音語・擬態語で気持ちなどを伝える言葉です 

手話通訳あり 
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